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た。共振キャビティーが 1 つのシングルキャビティーに比べ 2 つあるダブルキャビティー
の方が高感度なことが確認された。また、キャビティー周囲の孔径の影響について調べた
結果、光強度がキャビティー周囲に集中するため、その部分の孔径を調整することによっ
て Q値が増大することが見出された。また、水溶液中での Q値として最高値の 2×105、屈
折率変化の検出感度として最高レベルの 4×10-6という値が得られている。 
第 5章では、前立腺特異抗原を用いて、抗原‐抗体反応を検出した。その結果、0.01 ng/mL







































備考 審査の要旨は，1,500 字程度とする。 
